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【テーマ】IoTが消費・流通を変える－RFIDによる個品管理・マーケティング
経済産業省がコンビニエンスストア、ドラッグストアと進めるIoT政策について説明を行います。

【講 師】経済産業省 消費・流通政策課 係長 加 藤 彰 二 氏
【コーディネーター】アサヒビール㈱ イノベーション本部 イノベーション本部長付 包装管理士 冨 野 義 孝 氏

ユニバーサル製缶㈱ マーケティング戦略部 包装管理士 吉 澤 晴 子 氏

◆お問い合せ及び各種催しの申し込み先◆
〒104-0045 東京都中央区築地4－1－1 東劇ビル10F
公益社団法人日本包装技術協会 担当：佐藤 TEL.03-3543-1189 FAX.03-3543-8970

●JPI催しのご案内はインターネットでも公開中です。 URL http : //www.jpi.or.jp

研究会の参加申し込み方法について
2019年度より、当会研究会のお申し込みを、ホームページからのみの受付とさせて頂きます。
お手数でございますが、当会ホームページをご覧の上、研究会お申し込みページより、

参加登録を頂きたくお願い申し上げます。

URL：http : //www.jpi.or.jp/index.html

【テーマ】ロボットによる解決を考える
直面する３つの課題 ①人手不足 ②脱プラスチック ③生産の効率化

【講 師】ボッシュパッケージングテクノロジー㈱ 食品営業部 串 田 智 志 氏
【コーディネーター】㈱川島製作所 生産統括第一グループ 技術第二ユニット 次長 加 藤 利 雄 氏

大日本印刷㈱ 包装事業部 イノベーティブ・パッケージングセンター・システム開発本部 開発1部 1課 小 谷 佳 泰 氏

【テーマ】ECならではのパッケージデザイン価値の創造について
店頭とECでの求められるパッケージデザイン価値の違いから、ECとしての弊社の目指すデザインとは何か。ナショナルブランド商品
や流通主権のプライベートブランドだけでなく、弊社の生活者起点のコンシューマーブランド、「暮らしになじむデザイン」商品の開
発への経緯を事例も含めてご紹介いたします。

【講 師】アスクル㈱ バリュー クリエーション センター 部長 田 島 眞 弓 氏
【コーディネーター】味の素㈱ 食品研究所 商品開発センター 包装設計グループ 主席研究員 包装専士 田 屋 昌 亮 氏

ライオン㈱ 包装・容器技術研究所 副主任研究員 包装管理士 山 本 康 人 氏

平成３１年３月

2019JPI催しのご案内 3公益社団法人日本包装技術協会

―研究会の参加申し込み方法について―
JPIホームページより参加申し込みができます。

ホームページからのお申し込みを宜しくお願い致します。

●開催要領
公益社団法人日本包装技術協会 会議室 東京都中央区築地4－1－1 東劇ビル10F
2019年3月20日（水）［第1部］10：30~12：00 ［第2部］13：15~15：00 ［第3部］15：15~17：00
JPI法人・個人会員 : 無料／一般 : 3,240円（1部会、税込）※第一部の聴講はどなたでも無料です。

第 1部 第104回包装情報研究会 10：30～12：00
どなたでも
無料です。

第 2部 第224回包装ラインシステム化研究会 13：15～15：00

第 3部 第221回生活者包装研究会 15：15～17：00

本研究会は包装や物流に関する専門的知識の普及を目的としたものであり、受講のためには同分野での経験が必要です。

JAPAN PACKAGING INSTITUTE



【個人情報の取扱いについて】
１．個人情報は『（公社)日本包装技術協会 月例研究会』の事業実施に関わる資料等の作成、ならびに当会が主催・実施する各事業におけるサービス提供や事業の

ご案内等のために利用させて頂きます。なお、作成資料は開催当日、関係者に限り、配布する場合があります。
２．参加申込によりご提供頂いた個人情報は、法令に基づく場合などを除き、個人情報を第三者に開示、提供することはありません。

時閏 テーマ 講 師
10 : 00～11 : 00 プラスチック問題とサーキュラー・エコノミー （一社）サステナビリティ技術設計機構 原田 幸明 氏
11 : 10～12 : 10 プラスチックによる海洋汚染と使い捨てプラスチックの削減 東京農工大学 高田 秀重 氏
13 : 10～13 : 40 業界から見たプラスチック問題への対応 日本プラスチック工業連盟 岸村小太郎 氏
13 : 50～14 : 20 花王㈱のプラスチック容器資源循環戦略 花王㈱ 稲川 義則 氏
14 : 30～15 : 00 海洋生分解性を有するカネカ生分解性ポリマーPHBHTMのご紹介 ㈱カネカ 藤木 哲也 氏
15 : 10～16 : 40 パネルディスカッション 上記講師と企画委員

◆お申込及びお問合せ先◆
(公社)日本包装技術協会 包装近未来シンポジウム係 担当：竹内 TEL : 03-3543-1189 FAX : 03-3543-8970 e-mail : takeuchi@jpi.or.jp

時 閏 テーマ 講 師
10 : 00~11 : 10 医薬品流通の仕組みと流通から見た医薬品包装について 東邦ホールディングス㈱ 鈴 木 竜 太 氏

11 : 20~12 : 30 誤飲時の消化管損傷リスク軽減、やわらかさを追求したPTP 九州大学大学院 田 村 拓 也 氏

13 : 30~14 : 40 海外の事例から学ぶ医薬品の不正、偽造対策（二次包装の封緘と最新の偽造防止技術）
東京医薬紙器㈱
シグマ紙業㈱ 嶋 田 吉 孝 氏

14 : 50~16 : 00 地域中核病院の業務からみた医薬品デザインへの要望 （地独）静岡県立病院機構
静岡県立総合病院 嘉 屋 道 裕 氏

◆お間合せ先◆ (公社)日本包装技術協会 〒104-0045 東京都中央区築地4-1-1-10F 担当：竹内 TEL : 03-3543-1189 e-mail : takeuchi@jpi.or.jp

時閏 講演内容 講 師

12 : 30～13 : 20 「フレキシブルパッケージの循環型社会を考えるーリサイクル性の向上―」 ダウ・ケミカル日本㈱ 伊木 彩乃 氏

13 : 30～14 : 20 「環境配慮型材料バイオマスチック～ポリ乳酸（PLA）を中心に～」 トタルコービオン PLA b.v. 金高 武志 氏

14 : 30～15 : 20 「低ホルムアルデビド化による低VOC POM樹脂、ポリケトン樹脂（PK）の紹介」 東京材料㈱ 田中 和則 氏

15 : 30～16 : 50 質問タイム 講師
企画委員

◆お申込及びお問合せ先◆ (公社)日本包装技術協会 〒104-0045 東京都中央区築地4-1-1-10F 担当：竹内 TEL : 03-3543-1189 e-mail : takeuchi@jpi.or.jp

３月度の見学会は現在検討中です。決定しましたらホームページに掲載致します。

平平成成3300年年度度 医医薬薬品品包包装装セセミミナナーー
♦医薬品に纏わるリスクと対策を包装の視点から考える♦

■日 程：平成31年3月8日(金) 10：00～16：00 ■会 場：（公社）日本薬学会 長井記念ホール
■参加費：会員1名 20,520円 ＊3名同時にお申込みの場合は 1名16,740円 ／ 一般1名 28,080円

第6回 包装近未来シンポジウム
―容器包装の視点からプラスチック資源循環戦略を考える～プラスチック問題の本質を知ろう～―

■日 程 :平成31年3月14日（木）10 : 00～16 : 40 ■会 場 :（公社）日本薬学会 長井記念ホール
■参加費 :会員1名 20,520円 ※同時に3名以上でお申込みの場合は1名16,740円 ／ 一般1名 28,080円 定員100名

第26回化粧品包装セミナー
●開催要領
■日 程 :平成31年3月28日(木) 12 : 30~ 16 : 50 ■会 場 : 公益社団法人日本包装技術協会 A会議室
■主 催 :公益社団法人日本包装技術協会 ■定 員 : 80名
■参加費 :会員 14,040円 ・会員三名同時申し込み 12,960円 一般18,360円（消費税・テキスト代含む）

●プログラム

専用パンフレットにてお申し込み下さい。当会HP（http : //www.jpi.or.jp）からもご確認頂けます。


